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キーワード：社会的情報の処理 感情制御過程 感情制御方略  

 
１． 研究計画の概要 

 

(1)感情制御過程と情報処理に関する検討 
①感情改善方略に対する期待感を実験的に
操作し、処理対象の精緻化程度を測定する。
（研究 1） 
②感情制御方略に対する期待感の個人差を

測定する尺度を作成し（研究 3）、実験参加
者の期待感を測定して情報処理に及ぼす
影響について検討する。（研究 4） 

 
(2) 感情制御の自動性に関する検討 

処理対象から生じる感情の予期を非意識
的に操作し、対象の精緻化程度を測定する。
（研究 2） 

 
(3)感情と情報処理における統制的過程に関

する検討 
 自動的な感情制御過程が統制的な過程に

より制限を受ける条件について、社会的制
約の有無を操作して検討する。（研究 5） 

 

２． 研究の進捗状況 

 

(1)感情制御過程と情報処理に関する検討 
①研究 1 を実施した。実験参加者に自伝的記

憶の想起と音楽聴取によりネガティブ感
情を導出した後、別の課題として感情のコ
ントロールに関するエッセイを呈示し、感
情改善方略に対する期待感を操作した。続
けて映像刺激の説得メッセージを呈示し、
背景音楽によりポジティブもしくはネガ
ティブな感情を予期させ、メッセージの精
緻化程度を測定した。その結果、感情改善
期待感が高い場合には、ネガティブな感情

が予期されるメッセージの精緻化程度が
低まり、ネガティブ感情改善の働きが示唆
された。 

②研究 3 を実施した。感情制御方略に対する
期待感の個人差尺度を作成し、その妥当性
ならびに信頼性について確認した。研究 4
では、この尺度を用いて実験参加者の期待
感を測定し、文章を読ませることでメッセ
ージに対する感情の予期を操作した。続け
てメッセージを呈示し、その精緻化の程度
を測定したところ、感情改善の期待感が高
い場合、ネガティブ感情改善方略を取るこ
とが示された。 

 
(2)感情制御の自働性に関する検討 
研究 2として感情制御の自働性を検討する
ため、2 つの実験を実施した。実験参加者
には 3つの課題と告げ、最初に単語対の記
憶課題によりニュートラル語に対してポ
ジティブもしくはネガティブな非意識的
連合をつくった。次の課題として、映像視
聴によりポジティブもしくはネガティブ
な感情を導出し、最後に印刷媒体広告（研
究 2A）、映像広告（研究 2B）を呈示した。
いずれの実験においても、ネガティブな感
情状態にある場合に、ネガティブな感情の
予期が生じる対象への評価が低まり、ネガ
ティブな感情改善が非意識的な過程であ
ることが見出された。対照的に、ポジティ
ブ感情維持の自働性を示す結果は認めら
れなかった。 

 
(3)感情と情報処理における統制的過程に関
する検討 

 今後、研究 5を実施するための準備として、
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実験刺激の作成に取り組んでいる。 
 
３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 当初の予定どおり、これまでに研究 1から

研究 4までが実施され、本年度は研究 5を
実施し、感情と情報処理における統制的過
程について検討する予定である。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 最終年度である本年度は、研究 5の実施に

加え、これまでの研究データを統一的な基
準により再分析し、統合的なモデルの提示
を目指す。そのためデータをコーディング
しまとめる必要性があり、これらの作業補
助者雇用に対しても研究費を使用する予
定である。研究成果は学会等で発表し、学
会誌への投稿を目指す。 

  
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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